
緊
急
経
済
雇
用
対
策
と

し
て
今
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
た
「
緊
急
対
策
住
ま
い

の
環
境
改
善
資
金
補
助
金
」

（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助

成
す
る
制
度
）
は
、
建
設

業
者
の
仕
事
が
大
幅
に
落

ち
込
む
中
で
住
宅
需
要
の

効
果
が
高
く
大
好
評
で
、

議
会
ご
と
に
補
正
が
組
ま

れ
１
２
月
議
会
で
も
５
０

０
万
円
の
補
正
予
算
が
だ

さ
れ
当
初
予
算
の
５
倍
で

合
計
１
５
０
０
万
円
の
予

算
と
な
り
ま
し
た
。
年
末
、

年
度
末
に
需
要
の
伸
び
を

見
込
ん
で
の
補
正
予
算
は

大
い
に
歓
迎
、
現
在
ま
で

の
申
請
件
数
は
１
４
３
件

６
０
事
業
者
で
リ
フ
ォ
ー

ム
需
要
は
２
億
９
０
０
０

万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

い
ま
、
地
域
経
済
の
疲

弊
は
深
刻
で
、
中
小
建
設

業
者
の
「
仕
事
が
ほ
し
い
」

と
い
う
切
実
な
声
は
ま
す

ま
す
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
起
こ
し
と
も
な
る
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
促
進
に
、

埼
玉
土
建
飯
能
日
高
支
部

は
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
創
設
」
を
一
貫

し
て
求
め
て
き
て
市
内
建

設
業
協
会
、
大
工
組
合
、

鳶
組
合
か
ら
も
要
望
書
が

出
さ
れ
実
現
に
至
っ
た
も

の
で
す
。
日
本
共
産
党
も

一
般
質
問
や
予
算
要
求
で

強
く
求
め
て
き
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
地
方
自
治

体
に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
へ
の
助
成
が
広
が
り
１

７
５
自
治
体
で
実
施
、
埼

玉
県
で
も
条
件
付
を
含
め

て
４
１
市
町
が
実
施
し
て

い
ま
す
。
飯
能
市
も
今
年

度
か
ら
「
緊
急
対
策
住
ま

い
の
環
境
改
善
資
金
補
助

金
」
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
が
、

住
ま
い
の
環
境
改
善
資

金
補
助
金
と
は
？

１
０
万
円
を
限
度
に
工
事

費
の
５
％
を
補
助
る
す
も

の
で
、
西
川
材
使
用
住
宅

建
設
補
助
と
併
用
も
可
能

で
す
。

補
助
対
象
工
事

①
内
外
装
の
修
理
・
修
繕

②
増
改
築
お
よ
び
間
取
り

の
変
更
③
居
室
・
浴
室
・

玄
関
・
台
所
・
ト
イ
レ
等

の
改
良
・
改
善
。
④
耐
震

補
強
に
関
す
る
工
事
。
⑤

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
一

切
の
工
事
で
す
。
施
工
業

者
は
、
市
内
に
主
た
る
事

務
所
を
有
す
る
も
の
に
限

り
ま
す
。

担
当
課
は
商
工
観
光
課

（
庁
舎
別
館
）
で
す
。

阿
岩
橋
の
工
事
は
岩
沢
側

の
橋
脚
を
造
る
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
上
部
工

工
事
の
契
約
締
結
が
12
月

議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
業
者
は
川
田
建
設
と

市
内
業
者
の
金
子
組
が
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

を
組
み
、
４
億
３
５
７
５

万
円
で
落
札
し
た
も
の
で

す
。
工
事
契
約
に
あ
た
っ

て
は
、
市
内
業
者
と
の
共

同
事
業
体
を
組
む
こ
と
が

条
件
の
一
つ
と
さ
れ
、
総

合
評
価
落
札
方
式
が
適
用

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
方
式
は
、
価
格
と

価
格
以
外
の
要
素
を
総
合

的
に
評
価
す
る
落
札
方
式

で
、
従
来
の
一
般
競
争
入

札
だ
け
で
は
地
元
の
公
共

工
事
を
地
元
業
者
が
取
れ

な
い
。
大
手
が
価
格
競
争

で
落
札
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
地
元
業
者
に
仕
事
が

回
る
よ
う
、
地
域
貢
献
度

な
ど
を
評
価
基
準
に
盛
り

込
ん
で
総
合
的
に
判
断
す

る
も
の
で
す
。

地
域
貢

献
度
と
は
年
間
を
通
し
て

災
害
対
策
、
災
害
活
動
、

除
雪
作
業
な
ど
日
頃
か
ら

の
地
域
で
の
活
動
が
評
価

さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

現
在
、
試
行
中
の
制
度
で

今
年
で
３
年
目
と
な
り
、

23
年
度
か
ら
本
格
施
行
さ

れ
ま
す
が
、
地
域
貢
献
度

の
配
点
な
ど
さ
ら
に
強
化

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

橋
長
１
２
５
、
６
ｍ
、

幅
員
14
ｍ
の
新
阿
岩
橋
は
、

23
年
度
に
完
成
の
予
定
と

な
り
ま
す
。

特
定
検
診
を
受

け
た
ら
血
圧
が

「
高
め
」
だ
と
い

わ
れ
て
、
そ
れ
か

ら
一
週
間
、
晩
酌

も
せ
ず
９
時
に
は

寝
て
し
ま
う
生
活

で
す
。
正
確
に
は

「
血
圧
が
高
い
」
と
い
わ
れ

た
の
で
す
が
、
自
分
で
は

「
高
め
」
と
い
う
診
断
を
し

て
、
自
分
を
納
得
さ
せ
て
い

る
の
で
す
が
▼
そ
の
一
週
間

で
、
井
上
ひ
さ
し
の
「
一
週

間
」
を
読
了
。
図
書
館
の
予

約
も
な
か
な
か
順
番
が
回
っ

て
こ
な
い
の
で
、
い
ら
い
ら

し
て
い
た
ら
、
た
ま
た
ま
本

を
貸
し
て
く
れ
る
人
が
い
た

の
で
す
。
作
品
は
シ
ベ
リ
ヤ

の
捕
虜
収
容
所
を
舞
台
に
し

た
一
週
間
の
奇
想
天
外
な
物

語
▼
面
白
お
か
し
く
読
ん
で

い
る
と
、
な
ん
で
シ
ベ
リ
ヤ

抑
留
と
い
う
戦
時
国
際
法
に

も
反
す
る
事
態
が
引
き
起
こ

さ
れ
、
多
く
の
日
本
人
捕
虜

が
命
を
落
と
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
か
、
な
ん
で

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
が
革
命
の
理
想

を
失
い
、
崩
壊
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
が
怒
り
を
も
っ
て
追
及

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
す
。
「
レ
ー
ニ
ン
の
背
信
」

に
ま
で
迫
る
の
で
す
か
ら
す

ご
い
本
で
す
。
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山 田 と し 子
090-4389-4439
新 井 た く み
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090-7000-4481
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需
要
広
が
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

12
月
議
会
で
５
０
０
万
円
の
追
加
補
正

阿
岩
橋
上
部
工
工
事

４
億
３
５
７
５
万
円
で
契
約

いっせい地方選挙勝利をめざす

２ ０

１１年は埼玉県議会議員選挙をはじめ、多く

の市町村議会議員選挙が行なわれます。「住

民の福祉向上」という本来の地方政治を守っ

ていきましょう。

新春早々の集会となりますが多くの皆さん

の参加をお待ちしています。

東飯能発１６：５３ 大宮着１７：５１
１７：１２ １８：１０



受 給 者 数 (人 ） 支 給 金 額 （円 ）
0 507 13 ,0 34 ,2 05
1 541 12 ,7 00 ,8 72
2 593 12 ,4 71 ,1 06
3 585 11 ,7 00 ,7 37
4 572 12 ,0 38 ,2 90
5 631 12 ,4 83 ,8 42
6 312 6 ,0 17 ,1 62

計 3 ,7 41 80 ,4 46 ,2 14

平 成 ２１年 度  乳 幼 児 医 療 費

年 齢 受 給 者 数 （ 人 ） 支 給 金 額 （ 円 ）
6 1 4 1 8 0 ,8 3 0
7 4 7 7 6 0 ,8 7 6
8 3 2 6 3 8 ,8 2 8
9 3 7 6 1 8 ,9 9 3

1 0 2 4 5 7 5 ,3 0 0
1 1 1 3 3 0 8 ,1 8 3
1 2 1 0 2 9 4 ,6 6 7

計 1 7 7 3 ,3 7 7 ,6 7 7

平 成 ２ １年 度 子 ども 医 療 費

金
子
市
議

現
在
、
飯

能
市
は
小
学
校
就
学
前
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
と
、
昨
年

１
０
か
ら
小
学
校
１
年
生
～

６
年
生
を
対
象
に
、
月
額
３

０
０
０
円
を
超
え
る
医
療
費

に
つ
い
て
市
が
助
成
す
る
制

度
（
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
き

た
。
昨
年
か
ら
の
１
年
間
で

埼
玉
県
内
の
自
治
体
で
医
療

費
無
料
化
制
度
の
拡
充
が
大

き
く
進
ん
だ
。
飯
能
市
も
さ

ら
に
無
料
化
の
年
齢
を
引
き

上
げ
る
べ
き
だ
。

具
体
的
に
は
、
昨
年
１
０

月
と
今
年
１
０
月
と
の
比
較

で
、
〈
入
院
〉
を
１
５
才

（
中
学
３
年
生
）
ま
で
引
き

上
げ
た
自
治
体
は
、
３
７
→

５
２
に
。
ま
た
〈
通
院
〉
も

同
様
に
１
５
才
ま
で
引
き
上

げ
た
自
治
体
は
、
１
３
→
３

０
に
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
国
が
Ｈ
２
０
年
か
ら
就

学
前
ま
で
の
窓
口
負
担
を
３

割

か
ら

２
割
に
引
き
下
げ

て
い
る
し
、
埼
玉
県
も
助
成

年
齢
を
入
院
は
就
学
前
ま
で
、

通
院
は
１
才
引
き
上
げ
た
の

で
飯
能
市
の
負
担
も
軽
減
さ

れ
て
い
る
。
飯
能
市
で
は
、

ピ
ー
ク
時
で
あ
っ
た
Ｈ
１
８

年
と
比
べ
て
年
間
約
３
５
０

０
万
円
の
負
担
軽
減
に
な
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
で
は
昨
年
１
０
月

か
ら
今
年
１
０
月
ま
で
の
１

年
間
の
状
況
を
み
る
と
、
入

院
は
３
３
件
で
あ
っ
た
。
入

院
だ
け
で
も
３
０
０
０
円
の

自
己
負
担
分
を
取
り
払
っ
て
、

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
完
全

入
院
無
料
化
す
る
の
に
あ
と

９
万
９
０
０
０
円

の
助
成

を
す
れ
ば
で
き
る
。

一
方
、
現
在
の
就
学
前
ま

で
の
入
・
通
院
と
も
に
無
料

化
の
制
度
の
中
で
、
年
齢
別

の
支
給
状
況
を
み
る
と
６
才

に
な
る
と
医
療
費
が
０
才
～

５
才
ま
で
の
医
療
費
の
半
分

に
減
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
小

学
校
に
入
る
と
体
力
が
つ
い

て
医
療
費
も
減
る
と
予
測
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

み
る
と
飯
能
市
も
無
料
化
の

年
齢
引
き
上
げ
は
十
分
可
能

で
あ
る
と
考
え
る
。
新
年
度

予
算
で
は
、
段
階
的
に
で
も

無
料
化
の
年
齢
引
き
上
げ
を

実
施
し
て
ほ
し
い
。

健
康
推
進
部
長

Ｈ
１
８

年
～
の
年
間
３
５
０
０
万
円

の
余
裕
が
で
き
た
と
い
う
の

は
、
制
度
の
見
直
し
が
あ
っ

て
一
部
負
担
金
が
軽
減
さ
れ

た
も
の
。
無
料
化
の
年
齢
は
、

現
在
の
就
学
前
ま
で
と
し
た

い
。
見
直
し
を
実
施
す
る
場

合
は
、
市
単
独
で
実
施
し
て

い
る
「
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
」
の
中
で
考
え
て
い
る
。

現
在
、
来
年
度
の
予
算
編
成

中
で
担
当
課
と
し
て
も
子
宮

頸
が
ん
や
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
な

ど
の
実
施
に
か
か
る
経
費
も

あ
る
の
で
、
予
算
全
体
の
中

で
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

１
２
月
議
会
最
終
日
に
市

議
会
に
は
報
告
が
あ
り
ま
し

た
が
、
１
５
日
に
は
「
新
図

書
館
及
び
総
合
保
育
施
設
の

建
設
に
関
す
る
住
民
説
明
会
」

が
宮
本
会
館
（
山
手
町
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

増
岡
義
雄
自
治
会
長
は
じ

め
近
隣
住
民
の
方
が
参
加
し
、

説
明
者
と
し
て
副
市
長
、
総

務
、
福
祉
、
教
育
委
員
会
、

図
書
館
関
係
の
部
長
、
課
長
、

設
計
事
務
所
の
方
な
ど
１
１

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

市
の
説
明
で
は
山
手
町
用

地
内
の
建
物
や
立
木
な
ど
の

撤
去
に
つ
い
て
は
来
年
２
月

上
旬
か
ら
３
月
に
か
け
て
事

務
所
と
西
側
の
万
年
塀
を
残

し
て
撤
去
す
る
。
工
事
は
仮

設
シ
ー
ト
で
覆
っ
て
行
い
騒

音
の
な
い
よ
う
に
す
る
。
と

し
た
上
で
、
図
書
館
に
つ
い

て
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

て
設
計
図
や
イ
メ
ー
ジ
図
を

紹
介
。
総
合
保
育
所
は
ま
だ

検
討
中
の
部
分
も
あ
っ
て
設

計
が
で
き
て
い
な
い
事
か
ら
、

設
計
図
が
で
き
次
第
、
説
明

会
を
持
つ
と
の
こ
と
で
す
。

参
加
者
か
ら
、
現
在
、
残

土
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
雑

草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
が
整

地
し
た
後
は
ど
う
な
る
の
か
、

国
道
２
９
９
号
が
は
歩
行
者

が
安
心
し
て
通
行
で
き
な
い

の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
遠
回

り
し
て
通
学
し
て
い
る
。
山

手
町
用
地
の
東
側
の
道
路
が

広
が
っ
た
と
き
、
歩
行
者
が

安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。
立
木
が
あ

り
自
然
環
境
の
良
い
と
こ
ろ
、

全
部
撤
去
せ
ず
生
か
し
た
形

で
図
書
館
建
設
を
し
て
ほ
し

い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
は

雨
水
浸
透
性
の
も
の
に
し
て

は
ど
う
か
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
す
る
場
所
を
確
保
し
て

比
し
い
。
街
中
に
こ
れ
だ
け

の
土
地
は
な
い
、
公
民
館
な

ど
公
共
用
地
と
し
て
使
っ
て

ほ
し
い
。
防
犯
灯
、
街
路
灯

の
要
望
な
ど
た
く
さ
ん
の
意

見
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
「
よ
い
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
検
討
で
き
る

点
は
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

17
日
か
ら
１
月
11
日
ま
で
市

民
に
公
開

22
日

市
民
説
明
会

（
市
役
所
別
館
）

１
月
17
日

第
３
回
設
計
検

討
委
員
会

１
月
21
日

教
育
委
員
会
定

例
会

１
月

行
政
経
営
会
議

２
月

市
議
会
全
員
協
議
会

２０１０年１２月１９日 ＮＯ．１７５４

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
の
年
齢
を
も
っ
と

引
き
上
げ
て

金
子
と
し
え
市
議
の
一
般
質
問

●
砲
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
い
き

な
り
冬
の
雲

●
里
山
に
陽
の
回
り
き
て

枯
尾
花

志
づ
え

新
図
書
館
・
総
合
保
育
施
設

建
設
の
住
民
説
明
会

22
日
に
は
市
役
所
別
館
で

新図書館完成模型

お
願
い

１
月
23
日
の
「新
春
の
集
い
」に

お
楽
し
み
抽
選
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、家

庭
で
眠
っ
て
い
て
景
品
と
し
て

チ
ョ
ッ
ト
良
さ
そ
う
な
品
物

が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
提
供

し
て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た

い
の
で
す
が
・・・。

実
行
委
員
会
よ
り


